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いて 3 年間の破裂危険性予測モデルの作成と、その妥当性の検証を行った。 
【方法】 
予測モデル作成用データとして用いた UCAS は、2000-2004 年に日本の 283
施設で診断された未破裂脳動脈瘤を 3 年後までフォローしたコホートである。
modified Rankin Scale が 2 以下の患者に限定し、フォロー中に予防的手術を
実施するか否かは、主治医と患者の判断に委ねられた。 
モデル検証用データは、以下の 3 つのコホートを統合したものとした。
(1)UCAS II：UCAS とは独立したコホートで、2006-2007 年に日本の 31 施設
で診断された未破裂脳動脈瘤を 6 年後までフォローした。 (2)SUAVe：
2006-2007 年に日本の 12 施設で診断された未破裂脳動脈瘤を 6 か月ごとにフ
ォローした。瘤の拡大や daughter sac の出現を認めた場合を除き、予防的治療
は行われなかった。(3)東京慈恵会医科大学で集められたコホート：2003-2006





場合は打ち切りとした。以上のデータで Cox 比例ハザードモデルを作成した。 
3 年間の平均破裂リスクは、予測因子の回帰係数β・3 年経過時点の生存関数
S3・それぞれの動脈瘤の予測因子 X を用いて 1 – S3exp(ΣβX)で計算した。さらに
3 年後の破裂リスクによって動脈瘤を 4 つのグレードに分類した。作成したモ
デルは検証用データを用いて妥当性の検証を行った。妥当性の指標は C 統計量
と、計算された破裂リスクと実際の破裂動脈瘤の Kaplan-Meier 推定値をグレ
ードごとにプロットした Calibration plot を用いた。モデルはβを 2 倍して整
数値に四捨五入したものをスコアとして提示した。合計スコアごとの動脈瘤の
破裂危険性を表形式で提示した。 
解析ソフトウェアは、Stata/IC version 13.1 を用いた。研究計画は、京都大
学医の倫理委員会にて承認された。 
【結果】 
モデル作成には 5651 人における 6606 動脈瘤のデータを用いた。11482 動脈 
瘤・年のフォロー期間中に 107 の破裂がみられ、破裂率は 0.93/100 動脈瘤・年
であった。モデル検証には 1460人における 1661動脈瘤のデータが用いられた。
3475 動脈瘤・年のフォロー期間中に 33 の破裂がみられ、破裂率は 0.95/100 動
脈瘤・年であった。最終的にモデルに採用された予測因子は、年齢・性別・高
血圧の有無・動脈瘤サイズ・場所・Daughter sac の有無であった。C 統計量は
モデル作成データに対して 0.815、モデル検証用データに対して 0.803 であっ
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